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府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府立木津川運動公園

施
設
概
要

所  在  地 城陽市富野北角14-8 設置年度 平成26年度

設置目的
山砂利採取地の自然再生を土台にして、地域の歴史や文化を踏まえた里山の復元や特色ある森づくり等、多様な主体
の参画・連携による、府民が育てる緑豊かな公園を目指す。

経過 H26.3　木津川運動公園南区域供用開始、R3.3　木津川運動公園南区域全面供用開始

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

広場、管理棟、防災調節池西便所、駐車場便所 無料

施設構造種別 - 延床面積 - ㎡

交通アクセス
【電車】ＪＲ長池駅から徒歩約5分
【車】城陽インターから約10分

営業時間・営業日
営業
時間

9:00～17:00
（7･8月　8:30～18:00）

休館日 毎週木曜日、12月28日～1月4日

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

(公財）青少年野外活動総合センター（指定管理者）

貸付期間 平成29年4月1日～令和４年３月31日 所在地 城陽市寺田南中芝80　

選定方法 公募 業 　種 都市公園の管理

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 H28 H29 H30 R元 R２ R３予算

指
定
管
理

（
施
設
運
営

）
業
務

支　出　合　計 58,062 57,609 59,281 59,073 62,035 62,575

人 件 費 32,560 34,584 36,079 38,411 38,849 38,300

24,275

収 入 合 計 57,663 58,791 58,244 57,987 61,873 58,563

物 件 費 25,502 23,025 23,202 20,662 23,186

そ の 他 収 入 0 47 130 20 0 90

利用料金収入

58,473

収 支 ▲ 399 1,182 ▲ 1,037 ▲ 1,086 ▲ 162 ▲ 4,012

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

57,663 58,744 58,114 57,967 61,873

人 件 費

備　　　　　　考 ・修繕費増額（H28：253千円、H29：1,334千円、H30：704千円、R1：165千円、R2：2,275千円）

自
主
事
業

支 出 合 計 0 0 0 0 0 0

物 件 費

1,369 2,676 2,010 2,026 778 4,012

4,012

利用料金収入 0 0 0 0 0 0

そ の 他 収 入

収 入 合 計 1,369 2,676 2,010 2,026 778

4,012

備　　　　　　考

※自主事業の支出については指定管理業務と切り分けが不可
　（施設の利用料金収入がないため、自主事業の収入も施設運営の経費としている。）
※自然体験や自然観察教室、健康維持に関する教室を増やして実施
※令和２年３月以降、新型コロナウイルス感染症対策のため、一部事業を休止または中止

人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員 その他（       ）

収 支 1,369 2,676 2,010 2,026 778

非常勤 0 0 0 0 0

常勤 10 10 0 0 0

うち府派遣 0 0 0 0 0

計 10 10 0 0 0

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　　　　　　　　　　6,400,000千円

利
用
状
況

利用者数

H28年度 79,975 人 ピーク時 平成 30 年度 105,753

H29年度 85,114 人
主要設備
利用率

（令和２年度）

－ －

H30年度 105,753 人 － －

R元年度 104,328 人 － －

R２年度 79,185 人
利用率

算出方法
－

年齢層 子供から高齢者まで幅広い

            100.0 ％

延床面積コスト
（令和２年度）

１㎡あたりｺｽﾄ
（指定管理支出計／延床面

積）
- 円

用途
家族のレクリエーション、運動、自然体験な
ど

その他
（時期等）

２〜５月、９月〜１１月の利用が多い

府負担コスト
（令和２年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 781 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）

主な代替・類似施設 なし

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　有　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

－

建替え等の
実施時期（見込）

　　　-　　　年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
－

コ
ス
ト
負
担

利用者の特徴
地域性 京都府南部地域住民


